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31胆嚢癌手術症 例の検討

榊僚 清 ･小山 真 礫 欝県立吉田病院)

本間 慶一 (新潟大学第∴病理1

黒崎 功 ( 閣 第-病理)

過去34 年間の当科の胆嚢癌手術例は76 例で切除は36 例

(治癒切除24 例,非治癒切除12例)をこなされた 摘7,趨% ).

男女比は1:2.3 ,年令は35-87 才で60才台に最も多かっ

た,切除例の術前診断は,確診12 例,胆褒結石症旦3例等々

て晶-1た.術式は単純胆摘 lTf札 払人胆摘+li29例,

Gmをこかかるため胆管切除を付加 したもの 4 例等であっ

た.胆石合併率は 22/35 (62.8%) , 組織型は大多数

がtubl～tub2 であった. リソバ節転移は検索 し得た

範囲ではm,pm 癌に見られず,全体で 8/22(36,3%)

の転移率であった. 予後はm 痛の12 年を最濃とし,pm

癌11 年10 九月など髄のm,pm 癌 5例も再発なく全例生

存中,深遠度 ss以上の進行癌の治癒切除例の予後は,

H ,N の再発死 3例,他病死が 5例あるが敷布9例中 4

例はすでに 3年を経過 している,予後から見る限り,ss

以上の進行癌の治癒切除の方法,更をこぼ再発防止の手段

が当面の課題と思われる.

壕)当院をこおけ る騨嚢胞症例の検討

○蓋霊 芝意 …蓋蓋棟志望 ∈犠 谷総鰯 院)

且982年 1月から 1989 年 7 月までの 8 年間に小千谷総

合病院外科で手術を行った10例の鰐嚢胞症例をこついて,

手鮪方法を中心をこ検討し 最近経験 した興味ある2 症例

を供覧 した.ま0例の師承胞の内訳は褒胸腺腫2例,嚢胞

腺癌 l凧 非腫癌性喪胞/1†札 polycysticdiseこISe l例,

原因不明 2 例であー--､た.雪肌七は l:1 平均年令 48.6

才であった.主訴は腹痛及び腹部鹿癖が多く,発生部位

は大部分が肝体部であった.嚢胞内容液は腫癌性は粘液

性,非塵癌性は寮液性のものが多かった,腫歯性嚢胞に

は摘出術又は搾切除術を行い,非腰癌性轟脇机 ま内療解

を行って良好な威嬢を得ている.症例 1 は,非腫癌性嚢

胞で,森脇が上腹部から骨盤腔まで浸潤性をこ広がる巨太

嚢胞であったが療胞胃吻合にて症状の寛解を得た.症例

経胃的褒鷹野吻合をこより藤胞の急速な消失を得,本術式

が極めて効果的であった症例であった,

5)早期胃癌を 合併 した高令者の無症候件
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症例77 才,女性.昭和54年より高血圧症をこて経過観察

中,軽度の肝機能検査の変動があったが,自覚症状を東
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275 Ⅰu 凡 と上昇がみられた . 精査にて,血沈 39/66 ,

抗体×2560 ,抗糸粒体抗体×鮒,LE cell卜 ),ⅠCGR 且5

8%,肝シソチで血流指数の低下を認めた,胃内視鏡 検

査にて胃前庭部小琴後壁寄 射こ琵C型早期胃癌を認め ,

胃亜全摘術が施暫 された.試験切除肝標本では,肝実質

内に変性 8壊死所見はなく,中等太胆管を中心とした CN -

SD C の所見を認め,ScheueTの sta酢 王の PBC と診

断された.

61消化管出血 と黄境を初発症状とした胃悪性
リン′ヾ挿し'11例
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症例は19 才男性,1988 年12 月により黒色便と心窟部痛

が出現 し且989年 ま月に入ってから高度の貧血を指摘 さ

れ4月8田入院,入院時,表在 リソバ節腫脹や肝碑腰は

机 ､.内視鏡検査i･･こて胃悪性 F)ンぺ挿しと診断.経過･い,

リソバ節腫脹をこよる閉塞性灘疫を認軌 PTCD ならび

に rトiOl '療法を開始.経過は良好で. 3 月1111退PJLL

外来iこて 維持療法を行-､ていたが:1月 2[ JE･こ左大腿部に

とう痛を伴う腫癖が出現.Ga シソチにて左大腿以外をこ

雨上腕チ腹腔内リソバ節,および脊椎に集磯を認めた｡

腎原発の悪性 リンパ腫の敬部組織への転移は稀とされて

いる.本症例は虫淵】間に再燃し,軟部組織へLJ)転移を認

めた稀な症例と考え報告した.




